




界代表団の一員としての訪中（1973 年 2 月 23 日―3 月 14 日）に焦点を当て
て整理した。瀬戸内の二回目の訪中時の 1973 年 2 月 25 日に，北京の空港
へ迎えに来た謝冰心に出会った。小論では，瀬戸内の二回目の訪中の経緯，





　瀬戸内晴美1）（1922―）は 1943 年（21 歳）10 月から 1946 年（24 歳）6月
まで元夫である酒井悌2）（1913―1992）に従って北京に滞在した。北京で娘を
出産し，終戦翌年の 1946 年 8 月，親子三人で，徳島に引揚げた。1947 年秋，
一家三人で上京したが，1948 年，26 歳の瀬戸内は小説家として世に出るこ








































は 1973 年 11 月に出家した後，中国を頻繁に訪問した。瀬戸内が中国を訪
問した背景・時期・出来事，中国知識人との交流などを整理することによっ
て，瀬戸内が中国に抱く感情，日中友好に貢献したことについて探りたい。
一　瀬戸内晴美の中国滞在（1943 年 10月―1946 年 8月）
―結婚生活に着目して
（一）北京での新婚生活
　瀬戸内晴美は 1942 年 8 月，20 歳の時に元夫と見合いをし，婚約した。
1943 年 2 月，成人したばかりの瀬戸内は元夫と徳島で結婚した。結婚後，
元夫は単身北京に赴任した8）。瀬戸内が中国を初めて訪れたのは 1943 年 10
月で，21歳の時であった。彼女は同年9月まで東京女子大学に通っていたが，
戦争による繰り上げ卒業後，卒業式にも出ずに 10 月には元夫とともに北京


































































にとって，中国は近くて遥かな幻の国になった。1950 年 2 月，瀬戸内は元
夫と正式に協議離婚した。





二　瀬戸内晴美の二回目の訪中（1973年 2月 23日―3月 14日）
―謝冰心との出会いとその後の交流を兼ねて
（一）瀬戸内晴美の二回目の訪中の経緯
　瀬戸内は 1946 年 8 月に帰国して以降，再度中国に足を踏み入れたのは約
27年後の1973年 2月23日であった。帰国当時24歳だった主婦は駆け落ち，
出家，離婚，不倫，本格的な小説家デビューなどの経験を経て，50 歳の売れっ
子小説家になっていた。瀬戸内は日中国交正常化（1972 年 9 月）以降，初
めての文化界代表団の一員として，日本中国文化交流協会23）から派遣され，
中国人民対外友好協会（政府の支援を受けた民間外交を促進するための団体）

















国文字改革視察学術代表団の団長として，1960 年 3 月 28 日から 35 日間で
あった。同行者は有光次郎，倉石武四郎29），実藤恵秀，高杉一郎，原富男，
松下秀男，宮沢俊義，村尾力，村岡久平の 9人であった。新華社 1960 年 4
月 10 日の報道によると，中国文学芸術界連合会はその日にパーティを開き，
土岐団長率いる中国文字改革学術代表団を歓迎した。謝冰心もこのパーティ








































　次節では，謝冰心の七回目の来日（1973 年 4 月 16 日―5 月 18 日）を通し
て，瀬戸内晴美と謝冰心の日本での再会および交流の状況についてまとめる。
（2）瀬戸内晴美と謝冰心の日本での再会―謝冰心の七回目の来日（1973
年 4月 16日―5 月 18日）を中心に












　冰心』（前掲，p. 90，写真 217）に収録されている。日本の各界 6,000 あ
まりの人が参加し，謝冰心は心友である中島健蔵（1903―1979），白土吾夫
（1927―2006）に会った44）。4 月 20 日，謝冰心は楚図国，周一良，李季，古
元らと「中華人民共和国河南省書像石，碑刻開幕式」に参加した後，11 時
半に井上靖（1907―1991）宅を訪問し，17 時半に，有吉佐和子（1931―










ように，1973 年，瀬戸内は 27 年ぶりに中国再訪を果たした（2月 23 日―3
月 14 日）と共に，日中友好協会訪日代表団の接待（4月 16 日―5 月 18 日）















































































二回目の訪中時の 1973 年 3 月 3 日に謝冰心に自身の二冊の著書を贈呈して
いたため，その日に二人は会っていた。写真 242 がその日の写真であるか













訪中回数 西暦（瀬戸内の年齢） 訪中先 説明・感想
1 1979 年 6 月（57 歳） ―（1） ―




















3 1981 年 7 月（59 歳） 北京 ―
4 1986 年 10 月（64 歳） 山西省五台山 団長を務め，30 人あまりの
人々と 10 日間巡礼した。
5 1987 年 9 月（65 歳） シルクロード ―















中央公論新社，2009 年，pp. 339―340），瀬戸内寂聴『晴美と寂聴のすべて』（集英社，1988 年），
















た57）。1983 年 6 月，瀬戸内寂聴がまとめた紀行文集『敦煌・西蔵・洛陽　
愛と美の旅 2』は講談社より刊行された。
　2002 年，瀬戸内は 80 歳の時，NHK の依頼を受けて，当時 27 歳の小説
















































の一員としての訪中（1973 年 2 月 23 日―3 月 14 日）に焦点を当てて整理し
た。瀬戸内は二回目の訪中時の 1973 年 2 月 25 日に，北京の空港へ迎えに
表 2　謝冰心と巴金一行の徳島での行動
日時 時刻 行動




























　謝冰心は八回目の来日時の 1980 年 4 月 11 日に，京都で開催された歓迎
会で出家後の瀬戸内寂聴と再会した。歓迎会では，巴金，李小林（巴金の娘），
呉青（謝冰心の次女）も同席していた。4月 13 日，謝冰心一行は徳島に行き，





































1）瀬戸内晴美（寂聴）（1922―）。日本の小説家。1922 年 5 月 15 日，徳島市生
まれ。1940 年 2 月，東京女子大学国語専攻部に入学。同大学在学中の 1942
年 8 月に見合いをして婚約。1943 年 2 月に徳島で結婚。夫は北京に単身赴任
のため，1943 年 10 月に北京に渡り，1944 年 6 月に輔仁大学学長細井二郎宅





た際に「瀬戸内寂聴」に改名した）。1992 年，『花に問え』で第 28 回谷崎潤
一郎賞。1996 年，『白道』で第 46 回芸術選奨文部大臣賞受賞。1997 年文化功
労者，1998 年 NHK 放送文化賞受賞。1998 年，『源氏物語』の現代訳を完成。
瀬戸内晴美（寂聴）と中国との関わり
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2001 年，『場所』で第 54 回野間文芸賞受賞。2006 年，文化勲章受賞。2008 年，
新潟市主催の第 3 回安吾賞受賞。2011 年，『風景』で泉鏡花文学賞受賞。
2018 年，朝日賞受賞。句集『ひとり』で第 6回星野立子賞受賞，第 52 回蛇
笏賞受賞。2019 年，第 11 回桂信子賞受賞。
2）酒井悌（1913―1992）。1913 年 9 月 1 日，徳島市生まれ。1939 年，大東文化
学院研究科修了，外務省留学生として北京に渡る。1940 年，国立師範大学に
入学。1944 年，輔仁大学専任。1945 年，国立北京大学準教授。1947 年 5 月，
参議院事務局調査部に入る。1948 年，国立国会図書館に入職。1950 年 2 月，
考査奉仕課長。1954 年 6 月，運営課長。1958 年 8 月，庶務課長。1959 年 6 月，
会計課長。1962 年 4 月，支部上野図書館長。1966 年 4 月，連絡部長。1972
年 4 月，参考書誌部長。1973 年 6 月，総務部長。1977 年 12 月，副館長。
1980 年 3 月，退職。1992 年 2 月 28 日，没。死亡時，全国学校図書館協議会
会長，金沢工業大学理事。
3）瀬戸内晴美「三十年目の中国旅行の憂鬱」『中央公論』第 88 巻第 5号，1973
年 5 月，p. 209。




























9）瀬戸内寂聴「宇野千代さんとの半世紀」『群像』第 51 巻第 8号，1996 年 8 月，
p. 284。
10）同上，p. 285。






































『朝日新聞』1973 年 4 月 5日。『寂聴中国再訪』前掲，pp. 17―18。





























名古屋外国語大学，第 43 号，2012 年 8 月，p. 167―202　に詳しい。有吉佐和
子と謝冰心の交流については，拙論「越境する『忘年の交わり』―謝冰心
と有吉佐和子との交流に焦点を当てて」（中里見敬編著『「春水」手稿と日中



















55）第 2 章で述べたように，瀬戸内は『寂聴中国再訪』（前掲）p. 23 で「1973
年二回目の訪中を皮切りに，毎年のように中国を訪れるようになった。」，同
書 p. 29 に「（北京に：本稿筆者注）十度も訪れる度，必ず歩いた王府井の資も，
今は全くかき消えていた。」，同書 p. 132 に「天台山へは私は三度目である。」，
同書 p. 158 に「上海は何度も訪れているが，今度が一番がっかりした。」，また，




















者賞（1953 年），野間文芸賞（1957 年），女流文学賞（1966 年），谷崎潤一郎
































































などがある。1992 年 10 月 9 日，没。
78）瀬戸内寂聴著『死に支度』講談社，2014 年，pp. 157―161。
